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Abstract

　
‘
Linguistic　assessrnent

’
is　a　socio −1血guistic　activity 　to　inquire　into　adequacy 　of　lan−

guage 　activities 　or 　policies，　of　individuals，　groups 　or 　organizatiorls 　under 　certain 　circum −

stances ，　This　paper　focuses　on 　English　education 　in　the　age 　of　multiculturalism 　and ，　em −

ploying　the　procedures　of　linguistic　assessment ，　evaluates 　several 　cases 　irl　the 且eld 　of

Eng］ish　education ．

　The　airns 　of 　this　paper 　are 　1．　to　clarify 　general 　frames　and 　viewpoints 　of 　 assesslnent

f（〕rEnglish 　education 　in　mu 工ticultural　societies ，2．　to　carry 　out 　assessments 　of　several

cases 　in　this　field，and 　3．　to　show 　the　effectiveness 　of　
‘
lingUistic　assessmen ガ血 realizing

teaching 　activities 　that　meet 　the　needs 　of　autonomous 　learners　in　the　age　of　globahza−

tion，

　The　key　concepts 　of　assessment 　are
‘
acceptance 　of　varieties

’
，
‘
unprejudiced 　view 　of

languages
’
，
‘
relevance 　to　the 　scenes

’
and

‘
definite　goals　to　reach ．

’
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1 ．は じめ に

　多文化共生社会の ニ ーズ を背景 に欧州で 生 まれた 藷語評価 活動 に 「言語監査 （1inguistic

auditing ）」が あ る 。　 Koster （2004） は 言語監査 の 目的 と し て 、 「外国語対応の 方針 を組 織

が作 り上 げ実行で きる よ うに 、援助する こ と」 また、「外国語指導者な どが デ ータ を集め 、

個 々 の 被雇用 者や そ の グ ル ープ に 合わせ た外 国語学習の コ
ー

ス を作 り上 げる こ と」な どを

挙 げて い る 。 本稿で 用 い る 「言語 ア セ ス メ ン ト （linguistic　assessment ）」の概念 もこ の よ
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うな言語監査の 概念 か ら派生 した もの で あ り、  多文化 ・多言語共生社会の ニ ーズ に応 え

る こ とを視野 に入 れ て い る   様 々 な場面に お ける外国語対応 へ の 評価 を行 う  具体的な対

応策 を提案する、とい う点で 言語監査 と の 共通性 をもつ が 、言語監査が主 とし て 企 業な ど

の 利益向上 を支援す る活動 で あ る の に対 し、言語 ア セ ス メ ン トは  比較的公益性の ある領

域 へ の 適用に 関心 が ある   言語教 育 （英語教 育）現場へ の 関心が 高い 、とい う点が異 な っ

て い る 。

　 また、特定分野の 英語 ニ ーズ を分析 して 効果的な学習方法等を模索する 点で は ESP と

の共通性が高い が   多言語環境の 中で の 英語の 役割 に も関心を もつ   必ず しも英語だけを

関心対象 と して い な い   多文化共生社会 に求 め られ る言語意識 の 涵養を重視する、な ど の

点 に相違がある と言える 。 言語ア セ ス メ ン トの 評価視点は、評価対象 とな る言語活動の種

類 や
一般化の 度合 い に よ っ て変化する もの で あ り、マ ク ロ な視点か らの ア セ ス メ ン トと個

別場面で の ミク ロ な視点か らの ア セ ス メ ン トで は ニ ーズ分析の 起点その もの が異 な りう

る。「言語 監査」が主 に 後者 の ア プロ ーチ を とる の に対 し、 「言語 ア セ ス メ ン ト」が そ の 両

方を視野 に入れ て い る と こ ろ も相違点だ とい える で あろ う。

　本稿 の 目的 は 、  多文化共生社会に おける英語教育の あ り方に 関する評価視点 を提示す

る こ と  多文化共生社会 を背景 とする特定の 英語教育領域にお ける ア セ ス メ ン ト事例 を紹

介す る こ と  それ を通 して 厂言語ア セ ス メ ン ト」の ア プ ロ ーチ が時代の ニ ーズ に対応 した

英語教育を実践す る上で 有効性 をもちうる こ とを示すこ と、にある 。

2 ．多文化共生社会におけ る英語教育ア セ ス メ ン トの 評価視点

2 ．1　 多文化共生社 会の ニ ーズに対応する大学英語教育の 評価視点

　グロ ーバ ル 化の 進展 に伴 う国境 を越 えた 人口移動の 活発化に よ り、世界の 諸国 ・諸地域

で は 、 近年さらなる多文化化 の 現象がみ られる 。 そこ で 、 異文化 を背景に持 つ 人 々 と の 共

生が 求め られ る時代に大学英語教育が 担 う役割の
一
端 と、そ の あ り方をア セ ス メ ン ト （評

価）する上 で 必要 とされ る視 点に つ い て考えてみ た い 。

　戦後の 大学 にお ける英語教育 で は、文法訳読法が広 く用い られ て きたが 、近 年、グ m 一

バ ル社 会に 適応す る こ とへ の ニ ーズか ら、 コ ミ ュ ニ カ テ ィ ブ な教授法が よ り多 くと り入 れ

られ る よ うにな り、両教授法が 混在 して い る の が 現状で あ る と言 えよ う。 こ の 背 景 とし

て 、まず 、 当時の 中曽根内閣に設置 され た 臨時教育審議会 に よ る第 4 次答 申に お い て 、外

国語 と くに英語の 教育に つ い て は 、広 くコ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を図る ため の 国際通用語習得

の 側面 に 重 点を置 く必 要性が 挙げ られた こ とが ある （臨時教育 審議会，1988）。 さ らには 、

2002年 7 月 121ヨに 発表され た 「『英語が使える 日本人』の 育成の た め の 戦略構想 」（文部
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科学省 2002）で 、こ れか らの 日本人 の 英語 に よ る コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン能力に は飛躍的な

向上 が急務で ある と提示 された こ とが挙げられ る 。 こ の ように経済的、文化的な要 因か ら

多文化化が進む社会で 異文化を背景 とする人 々 と接する機会が 、個々 人に も増加す る と大

い に予測 されて い る と言 えよ う。

　 こ れ か らの 日本人に は、「外 なる国際化」 と 「内なる 国際化」の 場 におい て 使用する た

め の 「国際共通言語 と して の 英語」の 能力が 求め られ て い る と考え られ る 。 す なわ ち、主

として経済的要 因 と大 き く関連付 け られ る前者に つ い ては グ ロ
ーバ ル 化 した世界市場 の な

か で国際競争力を持 つ 高い 英語能力が 、そ して後者に つ い て は国内の様々 な文化に まつ わ

る状況にお ける共通言語 として の 英語能力が わ れ われ に求め られ て い る と換言で きる。ま

ず、「外なる国際化」 に着 目する 。 外務省 （2010）の 海外在留邦人数調査統計 （平成 21 年

10 月 1 日付 現在） に よる と、民問企業関係者が多 く含 まれ る長期滞在者 数は 758，248 人で

あ り、国別で は多い 順に ア メ リカ合衆国、中華人 民共和国、英国、タイ とな っ て い る 。 ま

た、経済 産業省 （2009）に よれ ば 、 2008年度末 に お け る現地 法人数 は 17，658社で あ り、

地域別にみ る と北米、ア ジア 、 ヨーロ ッ パ の 現地法人数は各地域 で増加傾向にあ る 。 なか

で もア ジ ア は全地域の 6割 を占め て お り、 その うち半数 は中国に分布 して い る 。
コ ミ ュ ニ

ケーシ ョ ン の 相手 は英語圏の ネイテ ィ ブ とい うよ りも、英語を母語 としない 者で ある こ と

が多い と推察 され、その 場合 に は 共通言語 と して英語が使用 され る可 能性が 高い と思われ

る 。 次に、「内なる 国際化」 に 目を向ける と、日本社会で は近年の 在住外国人数の 増加に

よる多文化化 ・多言語化が 見 られ る 。 法務省入国管理局 （2010）の統 計に よれば 、 外国人

登録者数は 2，186，12ユ人で 総人 口 の 1．71％ を占め てお り、国籍 （出身地）をみ る と、中国

が 680518人で 全体 の 31，1％ を占め 、以下 、韓国
・
朝鮮、ブ ラ ジ ル 、フ ィ リ ピ ン 、ペ ル

ー、

米国と続 く。 こ れ らの在住外国人 の 在留目的としては留学、就労、研修、興行などに加 え

て 、 近年増加傾 向にある 国際結婚が存在す る 。 日本人 と在住外 国人 との コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ

ン に お い て は 、 其 々 の 母語 に よ る意思の 疎通が十全に機能 しな い 場合に は、や は り共通言

語 と して 英語が使用 され る可能性が高 くなる。 しか し、その 場合の英語は多変種 （World

Englishes）で ある こ とが推察され る 。

　大学英語教育の 在 り方に つ い て み る と 、 その 時の 様 々 な政治的、経済的、社会的志向が

反映された カ リキ ュ ラム の 構築がなされて い る と言 える 。 た とえば、経済的な側面か らは

グ ロ
ーバ ル 社 会 にお ける政 治や ビジネ ス の 場面で 交渉や プ レ ゼ ン テ

ーシ ョ ン 等に も堪え得

る 英語 の 4 技能の 養成が大学英 語教育に期待 され て い る。社会 的な側 面か らみ る と どうで

あ ろ うか 。近年の 日本にお ける 多文化化傾向 を踏 まえ多文化共生 社会の ニ
ーズ に 対応す る

た め に必 要な大学英語教育 の 評価視点 を以下 に示す 、，
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　第 1 に、「どの よ うな英語を教える の か／ ある い は教 えて い る の か」とい う英語変種、

すな わ ち英語の 多様性に 関わ る 点が 挙げ られ る 。 い わ ゆ る ア メ リカ英語や イギ リス 英語 を

代 表 とする英語圏で 使用 され る英語を教 える の か、ある い は世界の 各地で 使用 されて い る

独 自の 英語 （い わ ゆ る World　Englishes）を も含め た英語教育 を提供する の か と い うこ と

で ある 。 経済や杜会の グU 一
バ ル 化 に伴 っ て 、 「国際共通言語 として の英語」の 重要性お

よび 「多様な英語」に対する意識の 涵養が 重視 され て い る か どうかは多文化共生の 実現 に

関わ る課題 となる 。

　第 2 に、上 記 とも関わ るが 、英語教育を通 した 「言語意識」の 涵養が可能な プロ グ ラ ム

で ある か とい う点が ある 。 英語は あ くまで も多種多様 な言語 の うちの 一
つ で あ る とい う認

識が こ こ で は求 め られる 。 大学 の 外 国語教育で 開講 され る様 々 な外国語種 の
一

つ で あ る

「英語」が 、英語の技術 面を教授する こ とと同時に、大学生 に英語 を通 して 母語 を客観視

す る こ とを可 能 と し、偏 りの な い 言語観を持 たせ る役割 を担 っ て い るかが重要 となる 。

　第 3 に 、英語教育の プ ロ グラ ム案が 実体験 と関わ りを持 っ た もの に な っ て い るかが挙げ

られ る 。 「英語」が学習対象と して だけで は な く、多文化共生社会 にお ける実体験 と関連

性が持たれ たもの にな っ て い るかが 評価 ポイ ン トとな る 。 近年、在住外国人や 海外か ら の

観光客の 増加へ の 対応策と して 地方自治体の 言語サービ ス の 充実が図 られて お り、 多様な

言語の うち で も基本的 に は英語が選 ばれ て い る。 しか し、言語サ ービス の 利用者に は英米

人に加 えて多 くの 非英米人が存在す るため、平易な英語が必要 となる （河原，2007）。 その

よ うな対応策 と して の 平易 な英語へ の 関心 お よび多文化社会に関す る問題 意識 の 喚起を図

る こ とや 、海外か らの 観光客 との 対応に関わ る観光英語をカ リキ ュ ラ ム に導入する こ とは

一
案 と して 考え られ る だ ろ う。英語教育と実体験 の 連携が 可能 となる ようなカ リキ ュ ラ ム

の 検討が必要 となる 。

　 第 4 に 、多文化共生社会の ニ ーズ を と り入 れた英語教育の 明確な到達 目標が 設定さ れ て

い るか が挙げられ る、こ の こ とは、多文化共生社会の ニ
ーズ に対応する ため に どの 程度 の

英語 能力 の レ ベ ル を到達 目標 とす るか に関わ っ て くる。鈴木 （2003）は、 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を学術発表や企業で 交渉 をす る フ ォ
ーマ ル な コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン と 、 日常場面 にみ

ら れ る 家族 や 仲間 同士 な ど の カ ジ ュ ア ル （イ ン フ ォ
ー

マ ル ）な コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン に大別

して い る 。 日本人が 多文化共生社会 にお い て異文化 を持 つ 人 々 と コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を行

う場面 を想 定す れ ば、カ ジ ュ ア ル な英語で な さ れ る こ と も大い に 考え られ る ため 、カジ ュ

ア ル な英語 を駆使で きる能力を大学英語の 授業の 到達 目標 として 設定す る こ とが妥当か ど

うか に つ い て 複言語主義的 な視点か ら検討 を試み る こ とも例 と して挙 げ られる 。

　 今後 の 多文化共生社会 を生 きて い くため に 、大学生 に は多角的な視 点か ら もの ご とを捉
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える能力が 求め られ る 。 英語ひ い て は外国語教育は 、 その よ うな視点の 育成に大 きな役割

を果 たす と思わ れる 。 大学生が英語力 を向上 させ る と共に、教養を深め 、思考の 幅を広 げ

る こ とがで きるための 十金 なプロ グラ ム に は、各大学の 英語教育に対する意向が 反映され

なけれ ばな らない 。 多文化共生社会の ニ ーズ に対応す るための 大学英語教 育の 評価視点 と

して は 「英語の 多様性」「言語意識 」「実体験」「到達 目標」が キー
ワ

ー ドとして挙 げられ

る で あろ う。

2 ．2　 国際英語論か らみた大学英語教育の 評価視点

　近年、国際英語論に基づ く英語教育の 必要性が 指摘 され つ つ ある 。 しか し、実行する に

は具体 的 に ど うした ら い い の か 不明な点が 多い
。 こ こ で は、国際英語論の 理念が、教授

法、カ リキ ュ ラ ム 、技能、情意等、全般的に反映 されて い る かど うかを評価する際 に基準

とな りうる視 点 を示したい 。

　先ず、国際英語論を取 り入 れ た英 語教育 とは どの よ うな もの か を定義す る必 要が あ る

が 、 こ こで は以下 の よ うに定義する。

　「国際英語論を取 り入れた英語教育とは、多様な英語変種がそれ ぞれの使用者の文化
・

価値観を内包 して い る こ とを受容し、個々 の 英語変種を等価な存在 として捉え、そ の よ

うな認識 の もとに個 々 の 英語変種 を国際 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の 手段 として 使用す るこ と

をめ ざす英語教育で ある」

　 こ の 定義 を尺度に以下 、英語教育 の 評価視点 を考 えて みた い 。

　先ず、カ リキ ュ ラム
・
シ ラ バ ス に国際英語論が組み入 れ られ て い るか どうか は重要な論

点で ある 。 学習者 の 英米語優越観やネイテ ィヴ信仰 を払拭 し、 英米語 を絶対視 しが ちな固

定觀念か らの脱却 を促すた め で ある 。 英米文化 へ の 過剰な憧憬は英米語モ デ ル の 絶対視に

繋が る こ と も多 く、そ の こ とが学習者 自身の 足かせ とな っ て い る現実が ある。英語の 習得

とは 国際 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン カの 習得で あ り、英米語 と英米文化 へ の 傾倒 を指す の で は な

い と い う観点を早期に定着させ るた め に も国際英語論の 理念を含ん だカ リキ ュ ラ ム や シ ラ

バ ス の作成 がポ イ ン トにな る。

　次 い で 、国際英 語 論 を理 解 する教 員 とそ の 多様性が重要で ある 。 実際 に英語指導 を担 当

する 個 々 の 教員が 国際英語の 理念 を理解 してお くこ とは必須で ある。外 国人教員 で あれ 、

日本人教員 であれ、教員 自身が 慣れ親 しん で きた特定の 英語変種 の 絶対化 を避 けるた め で

ある 。

一
方で 、英語変種 の 多様性を体現する英語教員の 存在 も望 ましい

。 教室の 中で ア ジ
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ア の英語や ア フ リカ の 英語 に触れ る経験 は学生 に とっ て も貴重で ある 。 中で も、 日本人英

語教員の 役割は大 きい 。 日本人英語教 員が学 習者 に と っ て モ デ ル とな り良い 学習動機を与

え る こ とに な る 。 exonormative （外 的規範）で は な く endonorn ユative （内的規範）の 考

えを実践 する 必要が ある

　次 い で 、関連科 目 の 設定が あ るか どうか も重要 なチ ェ ッ クポ イ ン トで ある 。 国際英語の

考え方を英語科 目だ けで学習者 に理解 させ る の は難 しい
。 関連科 目に よる啓 蒙や 支援が必

要で ある 。 「国際英語学」の よ うな直接的に 関連する講義科 目、「比較文化論」、「異文化理

解 」、「平和論」な どの 問接的 に関連する講義科 目 の 設定が 考え られ る 。 また 、 「ア ジ ア 英

語研究」の よ うな演習科 目の 設定 も効果的で ある 。 英語関連科 目は運用能力の 育成 に時 間

をと られる こ と もあり、 こ の ような講義課 目、演習科 目の学習 に よ っ て 総合的に 国際英語

の 理念 を学習者 に 把握 させ る こ とが好 ましい 。 で きれば ESL 圏で の 英語変種 の 体 験 と観

察が可 能で あれ ば一
層効果的で ある 。

　次に 、 目標 とす る英語 モ デ ル が 設定 されて い るかである 。 全 て の 英語変種 を等価 とする

国際英語論の 考え方か ら言 えぱ 、どの 英語変種で もモ デ ル に な りうる 。 但 し、そ の 英語変

種 を絶対化せ ず、十分 に international　intelligibility（国際的汎用性）が確保 され て い る こ

とが 必 要条件で あ る。日本で は学習モ デ ル とし て 「イギ リ ス 英語」や 「ア メ リカ英語」を

選択す る考 えが根強 い が 、 それ らの 英語変種は選択肢 の
一

つ で ある と考 えるべ きで ある 。

具体 的に は 、小宮 （2007）で 提案 され た 4 種 の 英語獲得段階の 3 段階 目で あ る Educated

Japanese　Englishが考 えられる。こ の段 階の 英語 にみ られる英米語 との 「違い 」 は、もは

や 「誤 り」や 「逸脱」で は な く 「安定化 （stabilization ）」の 結果 として の 「個性」と見な

しうる もの で あ り修正の 必要 は ない と考 える 。 国際英語論の 立場 を考慮 して い る モ デ ル 設

定で ある 。

　 具体的な英語技能の 指導に 国際英語の 理念が 反 映され て い るか も必要なチ ェ ッ クポ イン

トで ある 。 技 能に は 「話す」、 「書 く」 とい う発信型技能と 「聴 く」、「読む」とい う受信型

技能の 区別が あ るが、発信型技能の 指導に お い て は、日野 （2003b）に もある よ うに 、日

本的 な表現や 日本 的な談話構 造な どの 使用 も容認すべ きで あろ う。英語 を使い こ なす こ と

の 中に は 日本人 と して の 感性 を英語使用 に 反映 させ る こ とも含まれ うる か らで ある 。 音声

面の 指導に 関 して も代替化や 平易化 も取 り入れ る こ とに よ り教育効果 を高め る こ とが で き

る 。 日本人 の発音特徴 をもつ Educated　Japanese　Englishの獲得が 学習者 の実 際的で 理 想

的 な到 達 目標で ある こ とを理 解 させ る こ とは重要で ある 。

一
方 、受信型技能の 指導に 関 し

て も、英米文化 を背景 とす る教材 ばか りで な く、多様な文 化や多様な英語を題材 とす る教

材な どを多 く加 える配慮が 必要に な る。
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　国際 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力の 育成にお い て は、異文化理解の 指導 も大変重要で ある 。

他文化の理解不足に よる コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ン の 齟齬 の 多 さは よ く指摘 され る と こ ろ で あ

る。言語表出に は言語共 同体 の 文化 ・価値観が反映され る もの で あ り、他文化の理 解不足

や 自文化の み に頼 っ た解釈 に よ っ て様 々 な支障が生 み 出され るこ ととな る。こ の よ うな支

障 を避ける上で 文化相対主義に裏打ちされた異文化理解教育が必要 となる の は論 じる まで

もな い 。適切な異文化理解教育は affective 　competence の 涵養に も繋が りうる もの だか ら

で あ る 。

（表 1）評価視点 の
一覧

チ ェ ッ ク項目 判定

1 カ リキ ュ ラム
・シ ラバ ス に 国際英語論の 理念が 反映さ れ て い る か

2 教員が 国際英語論 の 理 念 を理解 して い る か

ENL

3 教員 の 多様性は確保 されて い る か ESLEFL

4endonormative （内的規範）に なっ て い る か

啓蒙型
5 適切な 関連科 目が設定され て い る か

体験型

6 適切 な 英語 モ デ ル が 提供さ れ て い る か

ReadingWrit

加 9
7 英語技能の 指導 に 国際英語論 の 理念が 反映 され て い る か

Speaking

L呈stening

8 異文化
・多文化理解指導が含まれて い る か

　表 1 は参考まで に こ れ ら の 評価視点 を
一

覧表 に ま とめ た もの で ある 。
こ れ らの ポ イ ン ト

を相乗的 に機能させ た 指導を適切 に行 うこ とに よ り、真の 意眛で の 国際感覚の 涵養と 自律

的 な Educated 　Japanese　Englishの 習得へ と導 くこ とが 可能 であ る と言える 。 日本の英語

教育へ の国際英語論の 組み込み に つ い て アセ ス メ ン トを行 うこ とは、英語教育上 の 有効性

を もつ もの で ある と言 える であろ う。

3 ．多 文化共生社 会 にお ける英語教 育ア セ ス メ ン トの 事例

　 3 で は言語ア セ ス メ ン トの 4事例 を紹 介す る。ESP 教育へ の 適用 事例 と し て 、
　 ESP カ

リキ ュ ラ ム 、観光英語指導 にお け る passport 活用事例、観光英語テ キ ス トに つ い て の ア

セ ス メ ン トの 3 例 を取 り上 げ る他、 3．4 で は イ ン ドの nationa ！curriculum 　framework
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が進め る 英語教 育の あ り方 に 関する ア セ ス メ ン トを行 う。

3 ．l　 ESP カ リキ ュ ラ ム の CEFR に基づ くア セ ス メ ン ト

　欧州評議会 （Council　of　Europe ： CoE） は、200／年 に 『欧州言語共通参照枠 （Common

European 　Framework 　of　Reference　for　Languages：Learning，　Teaching，　Assessment：

CEFR ）公開 した 。 現在、　 CoE の 加盟 国は 47か 国に の ぼ り、オ ブザ ーバ ーと して参加す

る 国は 日本 を含め 5 か 国 になる 。 本 節で は 、 文字通 り、多文化共生社会を 目指す CoE に

よ る CEFR の 記述 を検 討 し、次 い で、　ESP 教育にお け る カ リキ ュ ラ ム 開発 に つ い て実例

を取 り上げ、CEFR の 言語観か ら、そ の 評価 （ア セ ス メ ン ト）を試み る 。

　大谷他 （2010；5）に よれ ば 、CEFR の 目的は 、複言語 主義 （plurilingualism） の 観点か

ら、どの 言語 に照 らして も利用可 能な、外国語学習
・教育

・評価 に 関する共通の 枠組み を

提示する こ とで あ っ た とされ る 。 複言語主義を基本 とした 言語教育で は、母語話者並みの

能力を身に つ ける こ とを 目指すの で は な く、それ ぞれ の 必要に応 じて 、多様なレ ベ ル の 能

力の 習得 を容認す る 。 こ うした レ ベ ル の 多様化 を肯定 し、「個人の 言語の 部分的能カ
…を

積極的 に認 め よ うとす る」 とこ ろに 、CEFR の 特徴が ある と大谷他 （2010； 16）は 指摘 し

て い る 。

　実 際に CEFR を見て み る と、言語使用の 際の 領域や 状況、条件な ど の 事例が仔細 に 記

載されて い る 。 これは 、 CEFR が 、 基本的 に言語使用者 を、課題 となる何 らかの 社会的行

為 を行 う社会 的行為者 （social　agent ） で あ る と見做 して い るか らで ある （CoE 　2001）。

したが っ て 、学習者 も、所定の 条件下や特別な環境、特定の 分野にお い て、当該社会の 構

成員 と して 何 らか の 社会的行為を遂行 する こ とに よ り、文化的 ・社会的経験 を積み 、 言語

行為 を含め た自己の行為の 全体 を評価 し、分析 し、修正 して 、学習を行 っ て行か なけれ ば

な らな い 。 CEFR で の枠組み を表示する記述 が課題中心 とな っ て い る の は 、こ の た め で あ

る と考えられ よう。

　 こ こで、社会的行為 として の 言語使用 に必 要とさ れ る能力に つ い て確認 して お きた い 。

社会行為 と して の 言語使用 に お い て は 、 文化 的 また は社会的 コ ン テ キ ス トを捨象 した コ

ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン は存在 しな い の で 、言語 に 関 す る知識 （lingUistic　competence ）と運用

力 （lingu三stic　performance ）に加 えて、何 らか の コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン能力 （communlca −

tive　competence ）を有す る こ とが 課題遂行の 鍵 とな る 。 従来、こ こ で は 聞き手 と話 し手

の 関係 や 状 況 ・トピ ッ ク を踏 ま え た 「適切 性」 に関す る知識 （Hymes ，1972）や 、「談話

能 力 」「社会言語能 力」「方略能力」 （Canale＆ Swain，1990）な どが挙げ られ て きた 。

　 CEFR で も、社会的行為 を遂行す る 能力 は 、

一
般的能力 と コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン 言語能力
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に大別されて い るが、前者は学習能力を 、 また後者は言語能力 （1inguistic　competences ）、

言語運用 （1ingtiistic　performances ）、 語用 論的能力 （pragrnatic　competences ）の 各能力

を含んで い る とされ る。本稿で は、異文化 ・異言語に対 する寛容性や、学習者が 自己の 社

会行為 とその 結果 を自 ら評価 し、 修正 した り強化 した りで きる、い わゆ る学習能力 をも含

む、複合的 な能力 をコ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 能力 と捉 える こ とにす る 。

　 さらに、CEFR の 提示 する 教育は、教室内で の 活動 に 限定 され ない 。む しろ、教育機関

に お ける教育の 修了で完結する こ とな く、生涯 に わたる もの で ある こ とが強調 されて い

る 。 学習者が 、 新 たな課題遂行能力 を自律的に獲得するた め の 、メ タ言語能力の 育成 の 重

要性に も触れ て お り、「自立 した学習者 を育成」する こ とが 目標の
一

つ に な っ て い る （深

山 t2000 ，p，21）。

　以上見て きた よ うに、CEFR で は、  学習者の ニ ーズ に応 じた、部分的能力 の 習得 を肯

定的に捉え、  社会的課題遂行を通 して、言語知識だ けで は な く、学習能力や 異質な もの

に対する寛容性 を涵養する こ とも目標 として い る こ とが分か っ た 。また 、   複言語主義に

基づ く言語観が学校教 育に よ っ て養わ れ、  将来、社会 の構 成員 として 新た な課題 を自律

的 に遂行す る上で 、こ うした能力が役立 つ こ とが求め られ て い る こ と も明 らか とな っ た 。

　ESP 教育で は 、 1 つ の 外国語 （英語） しか扱わ ない とい う点にお い て 、
　 CEFR の 複言語

主義の 理念 とは反する。しか し、カ リキ ュ ラ ム作成方法や、指導方法にお い て は、CEFR

と多 くの 共通点が 見られ る 。 ESP 教育で は 、

一
般的に 、   ニ ーズ分析 、   目標 設定 、  

カ リキ ュ ラ ム 作成 、   シ ラバ ス 作成 、   教材 ・指導法選定、  評価 （個人 ・コ ース ） とい

うプ ロ セ ス を経 る と され、学習者 の ニ ーズ に基づ き、言語使用を社会行為 と捉 えて言語使

用域 を明確 に したカ リキ ュ ラ ム の作 成、個々 の シ ラバ ス にお ける課題遂行に よ る コ ミュ ニ

ケ
ー

シ ョ ン 能力の 育成、言語使用 に焦点を当て て 行われ た コ ース の教育 目標 に 、 自立 した

学習者の 育成 を挙げて い る こ と、の 3 つ が 大 きな特徴 と言える 。 （深 山，2000，p20）

　Noguchi （2004）は、　 ESP 学 習者 が、課題 をよく観察 し （observe ）、既習の 言語知識 ・

文化知識 と比較 して相違点 と類似点 を分類 し （classify ）、自ら コ ミュ ニ ケ ーシ ョ ン 方略に

関する 仮説 を立 て （hypothesize）、実際の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン で応用する （apply ）とい う

一連の 作業 を行 うこ との 重要性 を説 く。 学習者は、こ うした OCHA 　cycle を身に つ ける こ

とよ っ て、将来の新 しい 課題へ の 対処方法を学ぶ ことが で き、自立 した学習者 となる。

　以 上、多文 化共生 社 会 に お ける 英語教育の ある べ き姿 と して 、 CEFR に基づ い た ESP

教育 の カ リキ ュ ラ ム 開発 の 評価 を行 っ た とこ ろ、1外 国語を取 り扱 うとい う点以 外 は 、

CEFR の 理 念 に 合致 し て い る こ とが明 らか とな っ た 。　ESP 教育で取 り扱 う OCHA 　cycle

が 、新 しい 言葉 の 学習に も適応 で きる こ とを指摘す る こ と に よ っ て 、2 言語か ら複言語へ
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の 学習へ とつ なげる可 能性 もあ るだろ う。

3 ．2　観光英語学習 のための PASSPORT の 開発と自律学習者の 育成に関する 考察

　欧州評議会は、2001年に言語学習 の 重要なツ ール と して CEFR （欧州言語共通参照枠）

と共に、欧州言語ポ ー トフ ォ リオを発表 した 。 欧州言語 ポー トフ ォ リオ （European　Lan−

guage　Portfolio： ELP ）は 、言語 パ ス ポ ー
ト （Language 　Passport：LP）、 言 語学 習 履歴

（Language　Biography：　LB）、学習成果記録集 （Dossier）の 3 つ か ら構成 され る。

　言語ポー
トフ ォ

・
リオ には 、学習者の 言語能力が 記載され て あ り、 また学習 ・実習 を通 し

て作成 され た もの を個人 の 学習記録 と して 収集 して ある 。 ポ ー トフ ォ リオ には 、報告的機

能 （reporUng 　function）と教育的機 能 （pedagogical　fUnction）の 二 つ が ある 。 報告的機

能 は、ELP を保有す る 人の 具体 的 な言語 学習経験 、熟達度、達成度を示す機能で あ り、

教育的機能は、学習者が 自らの 学習を振 り返 っ て新た な 目標設定に活用 して 自律学習を育

成す る機能で ある 。

　本項で は、観光英語 を学 ぼ う とする学 習者が言語ポ ー トフ ォ リオを どの ように活用 させ

る こ とが 可能で あ るか考察 をす る 。 執筆者 の 一人は PASSPORT とい う小冊 子をつ くり、

勤務先の 学生の 観光英語学習に役立て ようとしたが 、その 経験 と反省を紹介 して み た い 。

　ポ
ー

ト フ t リ オ は 3 つ か ら構成 され る が、観光英語学習 は実践 的な要素が 強 い の で 、

エ ッ セ イ等を残す学習成果記録集には な じまない 面が あ る の で 、作成 した PASSPORT は、

LP と LB に焦点 をあわせ て ある 。

　PASSPQRT の 特徴としては以下 の よ うな点が挙げられ る。

  PASSPORT の 意義が、学習者に 分か る ように、は っ きりと記 され て い る。冒頭 に 「こ

の 小冊子 は 自分の 記録 を残 して 、4年間で 自分の 英語力が どれ くらい伸び たか を確 かめ る

もの です 。 就職や留学の 時の 推薦状 は、担当教員が こ の PASSPORT を参考に して書 きま

す。大事に使 い ま し ょ う」と記 され て い る 。 そ の 文面か ら、学習者 は PASSPORT の 持 つ

報告的機能と教育的機能を理 解で きうる。学習者が こ の 小冊子 の意義を理解する こ とは き

わ め て 重要で ある．

  PASSPORT に現在 の 自分 の 語学力 を記 させ る。観光関係 の 資格や 試験 に は 、観光英 語

検定、通訳案内士試験、旅行業務取扱管理者試験な どが あ り、段階的な能力を記 入す る こ

とが で き る 。 加 えて 、実用英語検定試験、TOEFL 、
　 TOEIC な どに どれ くらい の 級や ス

コ アが あ る の か 記 述 させ る （報告的機 能）、，

　 CEFR に 準拠 して Al　一　C2 と評価 をす る こ と に、学生は慣 れ て い な い の で 、　 TOEIC な

ど の 試験 の ス コ ア や所有する資格を記入 させ た の で ある 、、
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  LB として、時系列的に 自らの伸び を記録で きる ように した 。 大学の 4年 間を前期 と後

期 にわけて 、 その 8 ス テ
ージ ご とに 語学力が ど の よ うに伸び たか を記録 させ る 。 大学 4年

間を通 して の 学習者の 学習履歴や 自己評価、取得資格な どが 記 され て 、学習者は 自らの 達

成度 を絶 えず参照する こ とで 自律 的学習がで きる （教育的機能）。

  教員に よ る定期的なイン タ ビ ュ
ーを受けて、学生はその ア ドバ イス や カ ウ ン セ リ ン グ の

内容を書 く。こ の 場合は、あ くまで も、自律的な学習を推進 させ る もの で あ り、教員 に よ

る強引な 目標 設定は好 ましくない
。

  PASSPORT の 最後の ペ ージ は 、 4 年 間を振 り返 る記述 をす る 。 学生は 4 年前 に立 てた

計画 は果 た して 実行で きた か 、で きなか っ た と した らそれ は 何が原 因か反省で きる よ うに

した 。

　ア セ ス メ ン トとして は、PASSPORT に は、長期的な展望 にた っ て 学習者が 、  自分で

目標 を立 て 、   自分の 能力 を把握 し、   目標 を達成する ため の 方法 を考え 、   計画的に実

行す る 、とい う
一

連の 行動が出来や す くする とい うメ リ ッ トがあ っ た 。

　問題点 と して は、CEFR や ELP は複言語主義に基 づ い て、生活の さ まざまな言語分野

を網羅 しよ うとす る の に対 し て 、PASSPORT は 、 英語 とい う
一

つ の 言語 、 観光 と い う
一

つ の 分野に絞 り込 もうと して い る 。 その 点で、ELP をその ままで 使うの は難 しい 。

　 また 、PASSPORT は 4 年間の 記述 しか想定 して い な い が、語学力 は 一生を通 して伸 ば

すの で あるか ら、で きた ら、一生涯使える （少なくとも中学高校 とつ なが る）ポー
トフ ォ

リオ の 開発が 望 ましか っ た 。 ヨ
ー

ロ ッ パ では、小学生か ら ELP を使 わせ て い る 例があ り、

そこ には、生涯 を通 して の 語学教育とい う考えが見られ る 。

　今後は 、 ウ エ ブ に書 き込ん で い く e−portfolioが普及 して い くと思 われ る。長期間使 うこ

とがで きる とか、紛失の 心配が ない とい う点で メ リ ッ トが あるが 、手軽 さとい う点で は小

冊子版に劣る 。 今後は両者の 比較検討 も重要で ある 。

3 ．3　 ESP 教材 と して の 『観光英語で 日本発見』の ア セ ス メ ン ト

　本節 で は、観光英語検定試験合格を 目指す学生 に とっ て 望 ま しい テキ ス トの あ り方 に つ

い て 考察する 。 具体的に は、2010年に英宝社か ら刊 行 された 「観光英語で 日本発見」 を

観光英語検定試験の観点か ら ア セ ス メ ン トし、観光英語検定試験 の 合格 を 目指す には どの

よ うな テキ ス ト構 成が 効果的な の か を考察す る 。

　本節で は 、「観光英語で 日本発見」を ア セ ス メ ン トの 対象 と して 選定 した ， 選定 した理

由は 、こ の テ キ ス トが 観光英語検定試験 に合格す るため に必 要な情報 を網羅す る こ とを前

提に我 々 執筆者が 中心 に な っ て編纂 したテ キ ス トで あるか らで ある 。 本文の テ
ー

マ 設定 や
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演習問題作成 に関 し て 、観光英語検定試験 の 2、 3級に合格す るため の 必要な情報に配慮

しなが らテ キ ス トが編纂 され て い る の で ア セ ス メ ン トの 対象 と し て 適格で ある と判断し

た 。 もちろん 、 今後、「観光英語で 日本発見」以外の 観光英語検定試験受験を前提と した

テ キ ス ト分析 を進めて い く予定に して い る 。

　観光英語検定試験 （Tourism　English　Proficiency　Test） は、グ ロ ーバ ル化 され た世 界

の 中で の 観光分 野 ・旅行分野に お い て 特定の 資格 を与 えるため に必要な語学にお ける総合

的な英語 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン能力 と文化、国内外にお ける観光事情や 日本事情 とい っ た分

野に関する総合的な基礎知識 に関する運用能力の 有無を測る試験で ある 。

　観 光 英 語検 定 試験 に は 1級 （TOEIC600 −860）、2 級 （TOEIC470 −600）、3 級 （TOE −

IC220−470）の 3 つ の レ ベ ル の 検 定試験が用意 されて い る 。 こ の 教科書 は観光 英検 2 〜 3

級 を目指すの で あ るか ら、CEFR で対応す る の は 、　 A2 か ら B1 レ ベ ル とな る。こ こで 、 2

級程度 の 観光英語検定試験 の 認定基準 は協会 の ウ ェ ッ ブ に よれば 、 下記の 通 りで ある 。 な

お、こ れは Can−DQ −Statementで 記 されて い て、何をどうする の か イメ ー
ジが わ きやすv  

1 ．観光 ・
旅行関係業界に置い て 海外業務に携わ る時に必要 とされ る基礎的な英語 を運

　 用 で きる

2 ．個人で 海外旅行の 日程 を組み乗 り物やホ テ ル の 予約 、 観光や買 い 物 を英語で 対処 で

　　きる

3 ．国内に お い て 外国人 に対 して 日本の 観光名所や名所旧跡 、 ま た 日本 の 文化事情 な ど

　　を英語で 紹介す る こ とが で きる 。

  「観光の 実務」と  「観光英語検定」 と  『観光英語で 日本発見」の テ キ ス トの三者 の

関係 は 、で きるだ け  と  と   が乖離 して い な い よ うに、緊密に結び つ い て い る こ と が望

ま し い
。   検定試験 は   観光の 実務 を十分に計 る こ との で きる 内容で あ る こ とが望 まし

い
。 また、  テ キ ス トは、観光の 実務能力習得 に役立 ち、且 つ   の 検定試験に役立 つ こ と

が望 ま しい 。 もっ とも、  に役立 つ こ とが第
一

の 目的で あ り、   は副次的な目的で ある 。

　ア セ ス メ ン トの 基準 として 、      の 乖離度が どの 程度か 、  と  が結 び つ い て い て も

  が離 れ て い れ ば望 ま しくな く、逆 に   と  が 結びつ い て い るが   が 離れ て い る こ と は 、

こ れ また 望 ま し くな い 。そ の ため に 、  テ キ ス トの 有効性 を計 る た め に は 、  と  の 要素

も当然考慮 しなければ ならな い D

　検定試験は筆記 試験 とリ ス ニ ン グ試験 か ら構成 され て い る 。 筆記 試験で は、空港 、ホ テ

ル 、 レ ス トラ ン 、シ ョ ッ ピ ン グ 、交通機関 、 観光 とい っ た キ
ー

ワ ー ドに 関す る問題が 出題
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されて い る 。 出題形式 は、語彙を問 う形式 、 対話文形式 、 長文読解な どが網羅され てお

り、 それ ぞ れ に キ
ー

ワ
ー

ドが盛 り込 まれ て い る 。 リ ス ニ ン グ試験 で も観光に関す る キ ー

ワ ー ドが盛 り込まれた写真判定 、 様々 な状況で の 対話文形式とい っ た内容 とな っ て い る 。

　こ の よ うに 、 観光英検 は英語の 実務力 を正 確に計 る こ とが 可能で ある 。 しか し、試験の

形式上、Speaking、　Writingとい う二 つ の 要素 を計る こ とがで きない の で 、ス キル 的な面

で は 問題が ある と考えられ る 。

　テ キ ス トを見て い くと観光英語検定試験は観光 ・旅行分野で の 英語力を測定する試験な

の で 、 当然 、 その よ うな分野で の 知識 を問 うテキス ト構 成 とな っ て い なければ ならない
。

『観光英語で 日本発見』は、 i）観光 に関する テ
ー

マ を盛 り込 ん だ長文読解、　 ii）長文で

取 り上げられた テ
ー

マ に 関連する空所補充 を問うリ ス ニ ン グ、 iii）観光に 関連する語彙、

iv）観光に関す るキ
ー

ワ
ー

ドを使用 した英作文、　 v ）空所に観光に関連す る語句等を当て

はめ る文法問題 、 vi ）観光 を テ ーマ に した対話形式の 空所補充問題 、 と い っ た内容 で構成

され て い る 。 そ して 各問題にお い て 観光分野の キ
ー

ワ
ー

ドが 盛 り込 まれ て い る 。

　テ
ー

マ に関 して は、日本全体の 観光名所
・旧跡、日本の文化事情が ある程度網羅され て

い るの で掲載されて い る長文を読解 し理解する こ とに よ り英語で 日本の観光名所等を説明

で きる基礎的な知識を獲得で きる仕組み となっ て い る 。

　評価 と して は、  如何 に も古典的な日本 に関心が向けられ す ぎて い る 。 今後 は 、海外が

現在注 目す るオ タク文化や ア キ バ 文化 とい っ た現代日本の特殊性なども取 り上 げて みて も

良い の で は ない だろ うか 。

　  テ キス ト全体 とし て 語彙の レ ベ ル が レ ッ ス ン毎に 違い が あり、観光英語検定試験の ど

の レ ベ ル に合格 させ る の か と い っ た こ とが明確 で ない 感があ る 。 こ の あた りは、今後の 課

題で ある 。

　  また、リ ス ニ ン グ形式の 問題が、観光英語検定試験 の 形式に あま り沿 っ て い な い こ と

であ る。観光英語検定試験で は、写真をみ て答える もの や 、観光地で の 会話な どが出題 さ

れて い る 。 本テ キ ス トで は長文の テ ーマ に沿 っ た 10 行程度の 文章の 空所補充が主 となっ

て い る 。 観光英語に関す る知識や理解 を学習の 主 として設定 して い る以上、や は り、実際

の 検定試験に 即 した テ キ ス トづ くりが必 要に なる と考える 。 実際に観光地な どの 写真 を

使 っ て 問題 を作成 した り、観光地や乗 り物の ア ナ ウ ン ス の 問題な どを取 り入れた形式 を採

用する と よ り精度の 高 い 仕上が りとな るであ ろ う。

　  観光英検 2級 で は 、客観式出題 と紙 に よ る試験 と い う制約上 、ど うして も Speakjng、

Writing の 要素が欠 けて い る 。 こ れ らは実務で は欠かせ な い 要素で ある の で 、テ キ ス トで

は こ の 要素 を も っ と補 うこ とが 必要 となる で あろ う。
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3．4　 イン ドの National　CurricUlum　Framework にみ る英語教育法の ア セ ス メ ン ト

　イ ン ド政 府 の 機 関 で あ る Nationai　Council　of　EducatiQ耳al　Research　and 　Training

（NCERT ）は、2000年 と 2005 年に National　Curriculum　Framework （以下、　 NCF ）を策

定 し、教 育委員会 （各州の 教育委員会、中央政府管轄の Central　Board　of　Secondary　Ed−

ucation 、非政府系 の Council　for　the　Indian　School　Certificate　Examinations）が 初等 ・中

等教育の シ ラバ ス の 策定 ・試験 の 実施 ・教科書編集をお こ なう際の 指針 と して い る 。

　2000年 と 2005年の NCF で は、こ ど もの 学習負担 の 軽減、母語 で の 教育、学習者 中心

の 教 育 な どを うた っ て い るが、特 に 2005年 の NCF で 注 目す べ き点 は、英語教育 の 重視

で ある 。 すなわ ち、英語力 の 有無か ら くる社会経済的格差 をな くすため、す べ て の こ ども

に 国際語と して の 英語 を学ぶ 機会 を与える として い る 。 そ の た め 、中央政府が 管轄 し 、

NFC の 影響を最 も色 濃 く反 映 し て い る Central　Board　of　Secondary　Education（以 下 、

CBSE ）傘下 の 小学 校で は 1年生か ら英語を教 える こ と にな っ て い る 。 2005 年の NCF で

は、また、イン ドの言語の 多様性を resources （資源）だ とし、児童や 生徒 の 雷語の多様

性を利用 して英語を教 える こ とを提唱 して い る。ちなみ に、CBSE は 、デ リ
ーを中心 とす

る多 くの 州立学校 ・私立学校 ・全国に散在す る中央学校 （Kendriya　Vidyalaya： 中央政府

の 公務 員子弟が通 う学校）の シ ラバ ス を策定 し、 第 10学年次 と第 12 学年 次の 修了試験 を

実施 して い る 機関で ある 。

　 なお 、 ヒ ン デ ィ
ー
語 とともに イ ン ドの 連邦の 公用語とされ て い る英語は 、母語話者数 こ

そ 226．449人 と非常 に少ない が、都市部の 高等教育 を受けた層 に よ っ て 高等教育 ・司法 ・

行政 ・科学技術 ・ビジ ネス ・メ デ ィ ア な どの 分野で 用 い られて お り、 イ ン ド社会 に お い て

社会経済的地位 を決め る要因だ と い っ て よ い 。 加 えて 、グ ロ ーバ リゼ ーシ ョ ン が 進む現

在、イ ン ド人 に とっ て英語 は国際言語 として もますます重要 にな っ て きて い る。

　 また 2005年の NCF に は 、 国際英語 の 観点か ら も興 味深 い 記述 が み られ る 。 そ れ は、

従来の 言語学的研 究を踏 まえる と、イン ド人の 英語は発音や語彙に は違 い が ある もの の英

米の 英語と基本的 に同等 で ある とし、イ ン ド人の 英語学習の モ デル はイ ン ド英語で ある べ

きだ と endonQrmadve な立場 を明確 に して い る こ とで あ る 。 こ れは 、中央政府 の 英語研

究機 関で ある CentraHnstitute　Qf　English　and 　Foreign　Languages （現 、　 English　and 　For −

eign 　Language　University）が従来か ら表 明 して い る 見解 と同
一

の もの で ある。 こ の 考 え

は 、 英語教科書編集に も反映 されて お り、教科書の 内容や題材 は イ ン ドに関す る もの が多

くな っ て い る。

　 NCF は学 習者 中心 の 英語教 育や コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン ス キ ル と して の 英語教育に も力点

を置い て い る 。 伝統的 に、イ ン ドの 英語教育は文学鑑賞が 中心で あ っ た の で 、現在の イ ン
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ドの 英語教育は コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ス キル育成 と文学鑑賞が併存 ・拮抗 して い る状態と も

い える 。 た とえば 、 NCF の 影響が 最 も色濃 い CBSE の 英語 の シ ラ バ ス で は コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン力以外 に文学鑑賞も重要な位置を占め て い る。一
昔前の 英語の 試験 は翻訳や 文学の

鑑賞が主で 、 参考書 の 暗記 とい か に早 く答案 を書 くかが合否の 鍵で 、科学的な言語テ ス ト

の 体をな して い なか っ たが 、現在 お こ なわれて い る CBSE の 10学 年及び 12学年修了 テ

ス トは、文学重視 と記述問題 とい う伝 統的な要素 を残 して い る もの の 、内容 的には十分 に

妥当性の ある言語テ ス トにな っ て い る 。

　出題 内容の 詳細 と して 、 た とえば 第 10 学年修了試験 の English （Language 　and 　Litera−

ture）は、試験時問が 3 時間で 、配点が 100点、そ の うち、　 Reading20 点、　 Writing20点、

Grammar15 点、　 Text 　BoQks 教科書か ら の 出題 （文学）45 点 とな っ て い る 。 問題 はす べ

て記述式で、Readingは短 めの 英文 を読んで 質問に答える形式、　Writingは手紙、小論 文

（約 80語）、報告 （約 60語）を書かせ る 。 Grammar は問題数が 多い が 、多肢選択問題 は

な くす べ て 記述 式で 、訂正、空所補充、書 き換 え、並べ 替え な ど の 問題が ある 。Text

Books は最 も配点が 高 い セ クシ ョ ン で 、授業で 用い て い る教科書 （お もに NCERT が編集

した共通の もの ）か らの 抜粋 を読ん で 内容理解の 設問に答 えた り論述 した りす る （日本 の

高等学校 の 「国語」の 試験問題の イメ ージ ）。 Text　Bo。ksは教科書の 内容理解 ・英語表現

力 ・文学鑑賞な ど、学校で 日 々 学んで い る こ との 深度が 測定 され る。

　ちな み に 、第 9学年 と第 11学年の 修了試験 は 、 各学校独 自の や り方で お こ なわれる

（internal　examinations ）。 修了試験の 筆記試験 には CBSE が提示す る saエnple が あ り、各

学校 はそれ に な ら っ て 独 自に問題 を作成 する 。 筆記試験 は評価 の 60％ を占め る。一
方、

教 師 に よ る formative　assessment が 評価 の 40％ を 占め 、40％ 中 10％ を conversation

ski！lsに、5％ を Reading　Projectに充て る こ ととな っ て い る 。 なお 、 第 10学年 と第 12学

年の 修了試験 は CBSE が 出題す る （external 　examinations ）。
　 CBSE の 資料に は 合格基準

や 成績の 付け方まで 明記 し、教師や生徒の 便宜を図 っ て い る 。

　イ ン ドで は英語が 第二 言語で ある ため 、イン ド人は英語が で きて当た り前だ と素朴に 考

える 人が い る が、イン ドで 英語が使わ れ る環境が 多い とい っ て も、 英語がで きるイ ン ド人

が 自然発生する こ とは ない 。英語が で きる イ ン ド人は ほ と ん どすべ て 教育に よ っ て 育成 さ

れ て い る の で ある 。 た だ し、それは イン ドの 英語教育制度や 英語教授法が優れて い るか ら

と い うよ りも、初等 ・中等教育で 英語 を教育言 語 とす る私 立 学校 で生 徒 を単 に英語漬けに

して い る 結果 に他 ならない 。こ れ は、英語が で きる イ ン ド人の ほ とん どが英語 を教育言語

とする私立学校出身者で 占め られ て い る こ とと、地域 語や母語 を教育言語 とす る州立学校

出身者で英語に習熟する イ ン ド人が稀有 で ある こ とか ら も明 らか で ある 。 英語 を教育言語
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とする 名門私立 学校 出身者は 、お もに 中央政府が設置す る大学 （国立大学）などの
一流大

学 に進学する。高等教育の 教育言語はほ とん ど英語で あ り、英語力 に さ らに磨 きを加 えて

専門知識を身に付けた イン ド人 は
…

流企業 や中央省庁へ 就職 して社会経済的地位を確固た

る もの に する 。

　最後 に なるが 、2005年の NCF が 提示 す る英語教育 を簡単 に ア セ ス メ ン トする。2005

年の NCF が提示す る英語教育にお い て 、  普段 、生徒 に接 して生徒 の こ とを一
番理解 し

て い る学校で の 平常点の 重視 、   学校で 実際 に用 い て い る教科書 に基づ い た試験、  詩を

含め た文学 も重視 して英語の 「教養」を軽視 しな い 点、  受験 テ ク ニ ッ ク が通用 しに くい

実際に英語 を書かせ る記述式 の 試験はお お い に 評価され て もよ い と思われ る 。 上記に 関し

て は 、反面、  学校の 平常点は学校 間で 基準が 異なる た め、 しば しば客観的な評価が 困難

に なる点 、  学校 で用 い る教科書に基づ く試験 は結果的に受験参考書の 暗記に つ なが る恐

れが ある 点、  試験 にお い て 文学 の 比 重が か な り高い （35％か ら 45％） 点 、   記述式 の

問題は採点の 労力が 多大で 、採点する際に 主観が 多い に 入 る余地が ある 点など の 問題が考

え られ る 。

　 イ ン ドで は識 字 率 （66％） と就 学率 （83％） の 低 さ も根 深 い 問題 で あ る （UNICEF ，

2010）。 徐 々 に改 善され て い る と は い え、い まも多 くの イ ン ド人 に とっ て 、 現 実的に は 、

英語学習以前に母語で の 識字 ・
学習負担 の軽減 ・基礎教育の 充実が よ り優先され る課題で

ある こ とは 聞違い なV  

　 日本の 英語教育がイ ン ドか ら学 び うる点 と して は、イン ドの英語教 育が endonormative

で ある こ と、即 ち、自分 の 英語 に誇 りと自信 を持 とうとす る姿勢で ある 。 また、深 い 読解

力 の 育成 に力 を注 ぎ、確実な英語力 の 育成をめ ざ して い る点も注 目す べ きであろ う。

4 ．おわ りに

　現代の 多文化共生社会の ニ
ーズ に応 える英語教育とは、英語の 多様性 を認め 、偏 りの な

い 言語観 を育み 、現実社会の 実体験 との 関連性 を保 ち、明確 な到達 目標 をもつ もの で なけ

れ ばな らな い
。 本稿は 、こ の よ うな認識を基本的評価視点と し、英語教育に対する言語ア

セ ス メ ン トの い くつ か の 事例 を取 り上 げた 。

　 2 で は 、 共通的な評価視点 を示すほ か、国際英語論 に 基づ く英語教育 ア セ ス メ ン トの 評

価視点に つ い て も詳述 した。3 で は、主 と して ESP 教育 に関連す る言語 ア セ ス メ ン トの

事例 を取 り上げ、「自立 した学習者 」を育成す る 上 で ESP カ リ キ ュ ラ ム の OCHA 　cycle が

CEFR の 言語観 と比較 して も妥当性 をもちうる こ とを指摘する と と もに、多文化共生 に関

連する ESP 指導の 実例 と して 観光英語 を取 り上 げ、　 Passportの 活用が 自律的学習 を支援
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する ッ
ール とな りうる こ とを指摘 した 。 また 、観光英語を題材 とした 1冊の 大学テ キ ス ト

を分析 し、ESP 教材 として の 妥当性 と不足点の 両面 をもち うる こ とを示 した 。 3 の 最後 で

は、多言語社会で ある イ ン ドの 英語教 育方針 を決定する NCF の ア セ ス メ ン トを行 い 、　 en −

donormativeで ある こ と、 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ス キ ル の 育成の みで な く文学鑑賞を重視 す

る点な ど 、 日本の 英語教育に とっ て も注目す べ き方針が とられ て い る こ とを指摘 した。

　言語ア セ ス メ ン トの 方法論 に は大枠で の 共通手順は ある もの の 、 実際の 評価基準や評価

方法 の 決定 にお い て は、現場 の ニ ーズ や評価対象 の 特性 に合わせ た工 夫が 求め られる 。

多文化共生社会に求め られ る言語観を もち、自律的な学習 を継続で きる学習者の 育成をめ

ざ して 多様な角度か ら英語教育の ア セ ス メ ン トを行うこ とは 、教育現場が 社会の ニ ーズ に

応 えて い く上 で 現実に即 した実際的な意義を もち うる もの と思 わ れ る 。
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